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コンソーシアム名：碁石埼灯台利活用コンソーシアム

対象灯台：碁石埼灯台（岩手県大船渡市）

碁石埼灯台利活用プロジェクト（灯台×郷土の偉人×漁業の礎）

調 査 検 証
コ ー ス



調査検証について
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碁石埼灯台（岩手県大船渡市）

碁石埼灯台利活用プロジェクト

コンソーシアム名 碁石埼灯台利活用コンソーシアム

調査検証を構想した背景

◎大船渡は古くから漁業の町として発展し、碁石埼灯台は入り組んだ海岸を航行する船の目印として、

漁業の安全を支えてきた。

◎水上助三郎は大船渡出身の実業家で、オットセイ猟で成功を収めた後、養殖や加工など“育てる漁業”を

広めた先駆者である。

◎助三郎の出身地・吉浜ではアワビの乱獲を防ぎ、品種改良を進めたことで「吉浜あわび」が高級食材として

ブランド化された。

◎助三郎の功績を伝える教育プログラムを通じ、海や灯台への関心を高め、観光資源としての活用や地域の

魅力発信を目指す。

1.調査・検証概要

仮説のメインテーマ：灯台×郷土の偉人×漁業の礎の事業で、灯台を訪れる人を増やす

2.調査検証の目標～明らかにしたい仮説

2011年に発災した東日本大震災津波や2025年3月に発生した大規模林野火災など、
大船渡における自然の脅威を見守り、大船渡の入り組んだ沿岸の船舶の目標となっている碁石埼灯台。

育てる漁業の礎を築いた郷土の偉人「水上助三郎」の功績を改めて学び、
子供たちとの教育プログラムをイベント化することで、改めて灯台に集客し、灯台を訪れる人を増やす。

このことによって、漁業の大船渡市への関心を高め、災害を乗り越える復興支援にもなり、
大船渡への観光客を増やすことに寄与することとあわせ、地域の子供たちに大船渡の魅力を再認識してもらう。
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碁石埼灯台利活用プロジェクト

碁石埼灯台の基礎調査

・文献調査（偉人の生家訪問でのヒアリング、図書館の郷土史コーナー・郷土研究家、他）

・関係者インタビュー（釜石海上保安部、郷土研究家、漁業組合関係者、他）
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survey 05
看板の設置とパンフレット製作
・灯台周辺に今回の関係性を伝える看板を設置

・今回の関係性を勉強できる印刷物を制作

・体験ツアーのときはもちろんのこと、大船渡の小学校へ配布することで

今回の関係性を学ぶきっかけを作る

survey 04
教育プログラムとしてのイベント体験ツアー実施

・20組前後の親子参加型体験ツアーを想定

・灯台からの大船渡湾の眺めを確認

・水上助三郎の功績を学ぶ

・大船渡で生産・水揚げされた海産物を味わい、育てる漁業の仕組み等を学ぶ

・碁石海岸穴通船に乗って、碁石埼灯台の「表の顔」を海から眺める

survey 03
連携や事業化の可能性調査
・関係者参加でのワークショップをイベントの実施前に1度実施

・ワークショップを踏まえ課題の抽出とスケジュール調整

survey 02
有識者検討会の実施
・大船渡ならではの漁業の特徴などの情報収集、資料の収集やヒアリングをし、

関係者による有識者検討会を実施

・灯台の周辺の状況を確認し、看板設置のための可能性を調査

３.調査・検証方法

survey 06
教育プログラムとしての体験型総合学習実施
・総合学習として、助三郎が建設に尽力し銅像が残る吉浜小学校の子供たちが

碁石埼灯台に行き、郷土の偉人の功績を勉強してもらい、

灯台が見守る大船渡について改めて学ぶ
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４.調査検証の成果（対象灯台の基礎データ等）

灯台写真

ご い し ざ き と う だ い

碁石埼灯台

1953（昭和28）年に大船渡市

は臨海工業モデル地区に指定

されました。指定によって大

船渡港を使う船が急に増えた

ため、当時すでにあったコオ

リ埼灯台（赤崎町外口）だけ

では船の安全でスムーズな運

行が難しいと考え、大船渡市

は国に碁石埼灯台の設置を求

めます。

その結果、1958（昭和33）年

1月10日に碁石埼灯台が建て

られました。

初点灯 1958（昭和33）年1月10日

灯台の高さ 10m 

灯りの高さ 36.3m 

灯質 群閃白光

光達距離 約9km 

レンズ 不明

構造 コンクリート造

形状 白色塔形

設計者 不明

設置された経緯 関係者インタビュー（抜粋）

写真
釜石海上保安部

交通課

専門官

佐藤 幸夫

写真

昭和32年前後、大船渡湾では臨海工業都市

化で船舶が急増し、沖合では暖流・寒流の

交差による濃霧が多発して航行が困難と

なっていた。既存標識では不十分との請願

を受け、船舶の安全確保のため碁石崎に灯

台が新設された。

灯台は船のためだけではなく、光が方向性

を示す大きな力を持つ。海で生きる人々は

灯台の尊さを知り、陸にいる者も太平洋か

らの光に心を打たれる。灯台の威力は想像

以上で、碁石崎灯台は大船渡港の道しるべ

として欠かせない存在だ。

気仙歴史文化

研究会 会長 / 

元大船渡市長

甘竹 勝郎

基 礎
デ ー タ



大船渡の発展に光を灯した

郷土の偉人と碁石埼灯台

碁石埼灯台のストーリー

元 治 元 年 （ 1 8 6 4 年 ） に 現 在 の 大 船 渡 市 吉 浜 地 区 で 生 ま れ た 水 上 助 三 郎 。

オ ッ ト セ イ 猟 で 財 を 成 し ま す 。 助 三 郎 は そ の 財 を 地 元 に 還 元 。

中 で も 、 効 果 が 大 き か っ た の は 吉 浜 地 区 で の ア ワ ビ の 保 護 繁 殖 で し た 。

ア ワ ビ の 漁 区 を 自 腹 で 借 り 受 け 、

漁 期 を 3 カ 月 か ら 1 カ 月 に 制 限 、 三 寸 以 下 の も の は 捕 獲 し な い と い う 規 則 を つ く っ た 結 果 、

ア ワ ビ の サ イ ズ が 大 き く な り 、 収 量 も 向 上 。

「 吉 浜 （ き っ ぴ ん ） ア ワ ビ 」 と し て 珍 重 さ れ る 品 質 に ま で 回 復 し ま し た 。

そ の 後 、 地 域 を 豊 か に す る た め に 活 躍 し た の が 大 船 渡 市 末 崎 地 区 の 小 松 藤 蔵 で す 。

昭 和 2 8 年 （ 1 9 5 3 年 ） に ワ カ メ 養 殖 の 研 究 を 始 め 、

昭 和 3 2 年 （ 1 9 5 7 年 ） に 技 術 を 確 立 す る と 地 域 や 全 国 の 漁 業 者 に 無 償 で 教 え ま し た 。

藤 蔵 が 生 ま れ た 末 崎 地 区 は 碁 石 埼 灯 台 が 建 つ 地 域 に な り ま す 。

昭 和 2 8 年 （ 1 9 5 3 年 ） に 大 船 渡 湾 が 臨 海 工 業 モ デ ル 地 区 に 指 定 。

大 船 渡 市 は 安 全 の た め に 昭 和 3 0 年 （ 1 9 5 5 年 ） に 碁 石 埼 に 灯 台 を 新 設 す る こ と を 請 願 し ま す 。

こ う し て 昭 和 3 3 年 （ 1 9 5 8 年 ） に 建 設 さ れ た 碁 石 埼 灯 台 は

7 7 年 も の 間 、 大 船 渡 市 の 漁 業 や 工 業 の 発 展 に 寄 与 し て い ま す 。
海から見た碁石埼灯台の表の顔 6
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参加者それぞれが専門的立場から「灯台×郷土の偉人×漁業の礎」

を軸に、碁石埼灯台の歴史、地域の偉人である水上助三郎氏、ワカ

メ養殖をはじめとした漁業の歩みなどについて意見を交わし、観光

振興や地域資源としての可能性について多角的な議論が行われた。

親子9組22名が参加し、碁石埼灯台周辺で体験ツアーを実施。灯台ま

で歩いて自然環境を学んだ後、灯台見学と座学で歴史や役割を学習。

わかめ養殖発祥の碑見学や種付け体験、碁石海岸穴通船での海上か

らの灯台観察を行い、最後に地元食材を使った昼食を味わいながら

大船渡の魅力に関する理解を深めた。

碁石海岸穴通船へ乗船し、海上から碁石埼灯台を見学。地域の漁業

従事者やツアーガイドの案内を受けながら、親子向け教育プログラ

ム体験ツアーに向けた体験内容の検証や行程の確認を行い、漁業の

歴史や自然環境に関する知見を深めた。

末崎小学校3・4年生37名を対象に「碁石埼灯台×郷土の偉人×漁業の

礎」をテーマとした体験型総合学習を実施。灯台の講話や内部見学、碁

石海岸のガイドウォークを通じて海と人の関わりを学んだほか、わかめ

養殖発祥の碑や大船渡港湾口防波堤記念碑を見学し、地域の漁業や防災

を支えてきた先人たちの功績に触れた。体験を通して、児童たちは灯台

や漁業の役割への理解を深め、ふるさとの海への関心と誇りを育む機会

となった。

有識者検討会の実施 ワークショップを開催
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４.調査検証の成果

総合学習の実施モニターツアーの実施
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調査や各種ヒアリングを重ねる中で、地元・大船渡で暮らす人々の間でも、

これまで碁石埼灯台を訪れた経験のない方が

多くいることが明らかになった。

親子向け体験ツアーや小学校での総合学習の行程に碁石埼灯台の

見学を組み込み、地域の子どもや保護者が灯台に触れる機会を

創出した。現地では座学やクイズを実施し、単なる見学に

とどまらない学びの場を提供した。

また、体験ツアーでは穴通船に乗船し、海上から普段は目にすること

のできない碁石埼灯台の“表の顔”を観察するプログラムも導入。

陸上と海上の双方から灯台を学ぶことで、多角的な理解促進に

つながった。

碁石埼灯台前には、位置・構造・光度などの基本情報を示す看板は

設置されているものの、

灯台が誰によってどのような目的で建てられたのかを知る資料がなく、

訪れても単に灯台を眺めるだけで理解が深まらない状況であった。

釜石海上保安部へのインタビューや文献調査を実施し、

碁石埼灯台の設置背景や関係者の足跡について詳細な調査を行った。

その結果をもとに、新たに灯台の設置経緯や水上助三郎を

はじめとした郷土の偉人の功績を記した解説看板を制作・設置。

これにより、碁石埼灯台と大船渡の漁業の礎を築いた偉人たちとの

関係を訪問者が理解できるようになり、

灯台をより深く学べる環境が整った。

親子向け体験ツアーや小学校での総合学習で
「碁石埼灯台」を見学

地元・大船渡の方々の中でも、
「碁石埼灯台」を訪れた経験のない人が多い課

題
施
策

「碁石埼灯台」の設置経緯を調査し
調査結果を反映した看板を制作・設置

「碁石埼灯台」を訪れても
「碁石埼灯台」について理解を深める資料がない課

題
施
策

碁石埼灯台や水上助三郎をはじめとした

郷土の偉人に関する資料は多くない。

関係者が存命であるにもかかわらず、

子どもたちがその人物像や灯台との関わりを

十分に知る機会がない状況である。

そこで、改めて「碁石埼灯台」と「郷土の偉人」について、

子どもたちが触れられる機会をつくれないかと考えた。

有識者検討会を開催し、関係者にも参加いただき、

灯台と漁業、そして郷土の偉人との関連について、

これまでの調査内容をもとに議論した。

そこで得られた情報や調査結果を基にパンフレットを制作し、

地元・大船渡市の小学生全児童に配布した。

子どもたちが郷土の歴史と偉人について知るための機会を設けた。

郷土の偉人を調査しパンフレットを制作
地元・大船渡市の全小学生に配布

地元の子どもたちは大船渡の漁業の礎を築いた
「水上助三郎」や「碁石埼灯台」との関わりを
知る機会が少ない

課
題

施
策

５.調査検証によってあきらかになった課題とその解決のための施策案
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碁石埼灯台利活用プロジェクト6.メディア露出
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岩手朝日テレビ 2025年8月28日(木)『スーパーJチャンネルいわて』内

岩手朝日テレビ 2025年10月22日(水)『スーパーJチャンネルいわて』内

岩手朝日テレビ 2025年11月10日(水)『スーパーJチャンネルいわて』内

岩手朝日テレビ 2026年1月23日(金)『スーパーJチャンネルいわて』内
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岩手日報ONLINE 2025年10月29日(水)付 東海新報 2025年10月31日(金)付 Yahoo!ニュース 2025年11月10日(月)付

岩手日報 2025年11月11日(火)付 東海新報 2025年11月11日(火)付



碁石埼灯台利活用プロジェクト6.メディア露出
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Yahoo!ニュース 2026年1月23日(金)付 SNSでの声

のべ5媒体 リリース転載数145回

東海新報 2026年1月24日(土)付
■岩手朝日テレビニュース配信先由来の記事転載(配信)

弊社Webサイト⇒Yahoo!ニュース経由
Gunosy、Smart News、ニュースパス、
auサービスToday、LINEニュース、
nordot(ノアドット)、microsoftニュース 計18回

■PR TIMES由来のリリース転載 計127回



調査検証をふまえた
今後の展開案
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碁石埼灯台利活用プロジェクト今後の展開案 １．コンテンツ（何に取り組むか）

事業背景1

碁石埼灯台×郷土の偉人×漁業の礎は、
歴史・教育・観光の要素を併せ持つ
魅力あるコンテンツである

灯台の歴史や役割、水上助三郎氏をはじめとする郷土の偉人、

わかめ養殖に代表される漁業の歩みを一体的に学ぶことで、

灯台の地域資源としての価値を高められる可能性が確認された。

碁石埼灯台を地域資源として磨き上げ、
学びと観光の両面から次世代へ継承する

碁石埼灯台×郷土の偉人×漁業の礎を軸とした新たな観光・学習コンテンツを、

一過性の取組に終わらせず、地域の「定番」として定着・安定させていく。

これまでの体験ツアーや学習事業で得られた成果を踏まえ、継続実施を前提とした

内容の整理と磨き上げを行う。

事業名

碁石埼灯台を拠点とした 学びを
未来につなぐ教育プログラムの定着

碁石埼灯台を教材として、地域の歴史や漁業、

自然環境への理解を深める教育プログラムを

展開する。子どもや親子が体験を通して学び、

次世代へと受け継がれる定番の学習コンテンツ

として定着させる。

写真

写真

写真

写真

事業背景2

事業概要

親子向け体験ツアーや小学校での総合学習において、灯台見学、

漁業体験、郷土の歴史学習、地元食材を活用した食体験を組み

合わせることで、単なる見学にとどまらない「実体験型」の

学びを提供できた。

碁石埼灯台周辺をフィールドとした体験ツアーや学習プログラ

ムを通じ、陸（灯台見学・ガイドウォーク・座学）と海（穴通

船による海上見学）の双方から灯台を捉える行程は、

参加者の理解を深める有効な手法である。

次世代への継承を見据え、親子で参加できる体験型イベントや学習要素をさらに

充実させる。子どもたちが楽しみながら灯台や地域の歴史・産業に触れ、将来にわたって

受け継いでいきたいと思えるような仕掛けを取り入れ、継続的な関心と愛着の醸成を図る。

碁石埼灯台を拠点とする観光コンテンツが将来的にも継続して残るよう、漁業関係者、

ツアーガイド、教育機関、行政など関係者間の連携体制や役割分担を整理し、組織的な

運営体制の構築を図る。来年度以降の発展的な展開につなげるため、関係性の安定化と

連携強化を進める。

地元海保による模型を使った灯台の構造説明 オリジナル教材を活用した特別授業

授業の一環での灯台見学とクイズコーナー 地元の漁業の成り立ちや“郷土の偉人”の話
13



碁石埼灯台利活用プロジェクト今後の展開案 ２．実施体制（誰が取り組むか）

熱源となる人たち
（核となる主体者）

熱源を支える人たち
（その他の主体者）

協力者

事業名：碁石埼灯台を拠点とした 学びを未来につなぐ教育プログラムの定着

碁石埼灯台利活用コンソーシアム

海上保安庁
釜石海上保安部

大船渡市教育委員会
大船渡市内の小・中・高校など

大船渡市役所

商工港湾部観光交流推進室

大船渡市観光物産協会

岩手朝日テレビ

14

大船渡商工会議所
地元事業者



碁石埼灯台利活用プロジェクト今後の展開案 3．自走のイメージ
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事業名：碁石埼灯台を拠点とした 学びを未来につなぐ教育プログラムの定着

本事業が
目指す型

分類 自走化の方法 中心となる事業者

Ⅰ ビジネス型

灯台および付属施設等をホテルなどに利活用する、

または

灯台および周辺地域の魅力をコンテンツとして利活用することで、

ビジネスとしての収益化を達成し、自走する。

民間事業者

Ⅱ 非営利
収支均衡型

灯台及び周辺施設等を活用し、

イベント開催や観光ガイド等を組織しながら、主として、

収支均衡となるような小規模の地域活性化事業を行い、

非営利団体として、自走する。

非営利任意団体、
NPO等

✓ Ⅲ 自治体
補助金型

自治体が主体となり、

新たに地域課題や観光資源の一つとして

灯台及び周辺施設等を位置づけることにより、

自治体の予算やリソースが投入され、自走する。

自治体

Ⅳ お祭り協賛型

灯台に係るイベントを開催することで、

灯台を含むエリアの新たな価値と集客・ＰＲ効果を創造し、

地元自治体や地域企業からの協賛金や、出店料、

参加者から入場料などの

イベント収益によって、自走する。

イベント事業者、
放送局

新たな灯台利活用モデル事業が定義する「自走化４分類」のうち、本事業は以下を目指します



調査検証資料
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碁石埼灯台利活用プロジェクトおおふなとのミリョク再発見ツアー ポスター・チラシ製作

17

B2ポスター A4チラシ



碁石埼灯台利活用プロジェクトおおふなとのミリョク再発見ツアー WEBサイト製作
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碁石埼灯台利活用プロジェクトWEBサイト製作
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WEBサイト

WEBサイト

https://ofunato-no-hikari.jp/
https://ofunato-no-hikari.jp/
https://ofunato-no-hikari.jp/


碁石埼灯台利活用プロジェクトムービー製作

20

WEBサイト内で公開

https://ofunato-no-hikari.jp/#video
https://ofunato-no-hikari.jp/#video


碁石埼灯台利活用プロジェクトパンフレット製作

21

サイズ：A4、頁数：8ページ、カラー：4C、配布部数：2,000部

※市内小学校(全児童およそ1,500名)への配布および大船渡市役所、碁石海岸インフォメーションセンター、ご協賛事業者様(大船渡温泉) ほかに配架



碁石埼灯台利活用プロジェクト看板製作
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碁石埼灯台利活用プロジェクト看板製作
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